
第 1問  地 球規模の気象現象から身近な環境問題まで,太 陽放射は地球の環境に多

大な影響を与えている。ヨシオさんとケイコさんは,太 陽放射やそれにかかわる環

境問題について,イ ンターネットや実験で調べてみることにした。この調査に関す

る次の問い(問1～ 4)に答えよ。 〔解答番号  1  ～ E6コ 〕(配点 24)

問 1 地 球の表面温度は,太 陽放射と地球放射のバランスによって決まる。ヨシオ

さんとケイコさんは,太 陽放射によって地面がどのように暖められるかモデル

実験をしてみることにした。黒く塗つた鋼板に白熱電球の光を照射し,鋼 板の

温度変化を調べ,図 1に示す実験結果を得た。下の問い(a・ b)に答えよ。

理 科 総 合
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図 1 鋼 板の温度変化
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理科総合 B

a 図 1のグラフでは,鋼 板の温度は時間の経過とともに室温(22℃)から急

激に上昇し,や がて一定の温度(42℃)に近づいていく。このような鋼板の

温度変化は,一 定の時間内に鋼板が受け取るエネルギーと失うエネルギーの

大小関係に依存する。図1のAお よびBの時間帯では,鋼 板が受け取るエネ

ルギーと失うエネルギーの関係は,次 の記述X～ Zの うち,そ れぞれどれに

あたるか。最も適当な組合せを,下 の0～ ◎のうちから一つ選べ。  1

X 受 け取るエネルギーの方が,失 うエネルギーよりも,ず っと大きい。

Y 受 け取るエネルギーの方が,失 うエネルギーよりも,ず っと小さい。

Z 受 け取るエネルギーと失うエネルギーは,ほ ぼ等しい。

A B

0 X X

② X Y

③ X Z

④ Y X

⑤ Y Y

⑥ Y Z

⑦ Z X

③ Z Y

◎ Z Z
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理科総合 B

b 水 は地面から蒸発する時に熱を吸収し,地 面の温度上昇を抑える効果があ

る。これを確かめるために,ヨ シオさんとケイコさんは霧吹きで鋼板の表面

を湿らせ,も う一度実験をすることにした。湿らせた鋼板の温度が安定して

室温と同じくらいになってから白熱電球の光を照射した。水滴が完全に蒸発

してしまってからも光を当て続けた。照射開始後の鋼板の温度は,図 1の場

合と比べてどのように変化するか。最も適当なものを,次 の①
～

⑥の図から

一つ選べ。図中の実線は鋼板を湿らせた場合の温度変化であり,破 線は図 1

の温度変化である。  2
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理科 総 合 B

問 2 太 陽放射のほかに,地 球大気による温室効果も地表の温度に大きな影響を与

える。ヨシオさんとケイコさんは,イ ンターネットや文献を使って温室効果の

しくみについて調べた。調査結果をまとめた次の文章中の空欄  ア  ～

ウ に 入れる語の組合せとして最も適当なものを,下 の0～ ③のうちから

一つ選べ。  3

太陽放射に含まれる可視光線は,地 球大気を透過して地面を暖める。暖まっ

た地面は, ア  を 放射する。地球大気はその
Eア コ を吸収して暖まり,

宇宙空間と地面に向け イ  を 放射する。地面はその
Eイ コ を吸収して,

さらに暖まる。このような効果をもたらす大気の成分としては, ウ  の ほ

かに,二 酸化炭素やメタンなどがある。

ア イ ウ

0 紫外線 赤外線 水蒸気

② 紫外線 赤外線 ヘリウム

③ 紫外線 紫外線 水蒸気

④ 紫外線 紫外線 ヘリウム

⑤ 赤外線 赤外線 水蒸気

⑥ 赤外線 赤外線 ヘリウム

⑦ 赤外線 紫外線 水蒸気

③ 赤外線 紫外線 ヘリウム
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理科 総 合 B

間 3 ヨ シオさんはインターネットを使って,太 陽放射に含まれている光の波長に

ついてまとめた図 2と,身 のまわりにあるものの光の透過率をまとめた図 3を

見つけ, これらをもとにいくつかの考察を行った。二つの図からヨシオさんが

導き出した結論a～ cについて,そ の正誤の組合せとして最も適当なものを,

赤

０

透

過

率

％ ＼

施

1000(nm)

下の0～③のうちから一つ選べ。  4

紫外線 可視光線 赤外線

紫 青 緑 黄 橙

|  |   |   |   |   |

100   200   300   400   500   600   700   800   900

図 2 太 陽放射に含まれている光の波長

(注)可 視光線の範囲や色の識別には個人差がある。

l nnlは10億分の 1111を表す。

セ ロファン
スライ ドガラス

400

波 長 (nm)

図 3 身 のまわりのものの光の透過率

(注)実 際に地表面にとどく太陽放射には 300 nin

以下の紫外線はほとんど含まれない。
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a 赤 色セロファンは紫外線を80%透 過させる。

b ポ リ塩化ビエルフィルムは可視光線を60%以 上透過させる。

c ス ライドガラスを透過した太陽放射には紫外線が含まれる。

a b C

0 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 誤 正

④ 正 誤 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 誤 正 誤

⑦ 誤 誤 正

③ 誤 誤 誤
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理 科 総 合 B

間 4 ケ イコさんは,イ ンターネットで見つけた太陽放射をバナナに当てたときの

果皮の変化に関する実験を, 自分でもやってみることにした。実験方法と実験

結果は,次 のとおりであった。下の問い(a・ b)に答えよ。

実験方法

(1)傷 のない黄色いバナナを2本用意し,図 4の ように,そ れぞれの一部を

アルミ箔と赤色セロファンで覆う。

図4 実 験用のバナナ

(2)Cの バナナは午前 11時から午後 3時 まで太陽放射に当てる。その際,

バナナが高温にならないように注意する。Dの バナナは対照実験として太

陽放射には当てず室内の暗所におく。その後, Cの バナナもDの バナナと

同じ暗所におく。

(3)3日 後, 2本 のバナナを暗所からとりだし,果 皮の変化を観察する。

実験結果

(1)Cの バナナの果皮は,ア ルミ箔や赤色セロ

ファンで覆われていなかった部分が褐色になっ

た。また,ア ルミ箔と赤色セロファンで覆われ

た部分との間には果皮の色に差異はなかった。

(2)Dの バナナの果皮の色は,す べての部分で差

異はなかった。さらに, Dの バナナの果皮の色

は, Cの バナナのアルミ箔や赤色セロファンで

覆われた部分とも差異はなかった。
図 5 実 験の結果
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(2607-10)



理科総合 B

a ケ イコさんが対照実験で確かめようとした事柄として最も適当なものと,

実験結果(1)と(2)の考察として最も適当なものとの組合せを,図 2および図3

も参考にして,下の0～◎のうちから一つ選べ。  5

対照実験

d 3日 たったバナナの果皮の状態

e ア ルミ箔や赤色セロファンで覆うことによるバナナの果皮への影響

f 太 陽放射によるアルミ箔や赤色セロファンヘの影響

考 察

g 赤 外線や赤色の波長域の太陽放射は果皮を褐色化しない。

h 太 陽放射の可視光線だけが果皮を褐色化する。

i 太 陽放射の紫外線の波長域だけが果皮を褐色化する。

対照実験 考 察

① d g

② d h

③ d |

④ e g

⑤ e h

⑥ e |

⑦ g

③ h

◎ |

- 1 1 -
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b ケ イコさんは, この実験が成り立つためにはいくつかの仮定が必要なこと

に気がついた。ケイコさんが考えた仮定について, この実験では必要でない

ものを,次のO～⑤のうちから一つ選べ。  6

① アルミ箔は太陽放射を透過させないものとする。

② 午 前 1 1時か ら午後 3時 までの太陽放射の強さは変わ らないもの とす

る。

③ バナナの呆皮の細胞はいったん変化すると,もとにはもどらないものと

する。

④ 暗所における条件は2本のバナナとも同じものとする。

③ 用 意した 2本 のバナナの果皮の細胞は同質のものとする。

-12-
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第 2問  地 層や地質時代の生物の変遷に関する次の文章を読み,下 の問い(問1～

6)に答えよ。〔解答番号  1  ～ E王 コ〕(配点 26)

メグミさんは夏休みを利用してオース トラリアを訪れた際に,図 1のような採石

場の露頭 (崖)を観察した。露頭の下部は花こう岩Aか らなり,こ の中に玄武岩Bが

見られた。また, これらの岩石の上にほぱ水平な礫岩層Cが 不整合に重なっている

のが観察され,礫 岩層Cか らは海に生息する貝類の化石が採集された。大学で年代

を調べてもらった結果,花 こう岩は約 4億 年前,礫 岩層から採集した化石は新生代

のものであることがわかった。

整熙
驚盤群軽麓雛:努

; l m

患鶴記覇務苦鍬 】:離
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理科総合 B

問 1 図 1の露頭で見られる岩石や地層についての次の問い(a・ b)に答えよ。

a 次 の文章中の空欄  ア  ～ 匡 ウ ]に入れる語の組合せとして最も適当

なものを,下の0～③のうちから一つ選べ。  1

礫岩は  ア  で ,玄 武岩と花 こう岩は Eイ コ
である。また,玄 武岩や

花 こう岩は地球表面か ら深さ数 lK111～数十 1t111までの  ウ  を 構成する主

要な岩石でもある。

ア イ ウ

0 堆積岩 火成岩 地 殻

② 堆積岩 火成岩 マ ン トル

③ 堆積岩 深成岩 地 殻

④ 堆積岩 深成岩 マントル

⑤ 火成岩 堆積岩 地  殻

⑥ 火成岩 堆積岩 マン トル

② 火成岩 深成岩 地  殻

③ 火成岩 深成岩 マントル

露頭中の岩石や地層に関する記述として適当でないものを,

うちから一つ選べ。E2ヨ

① 花 こう岩Aは 地下の深い場所で形成された。

② 玄 武岩 Bは 花こう岩Aよ り後に形成された。

③ 玄 武岩 Bが 形成された後に,侵 食作用があった。

④ 礫 岩層Cが 形成された後に,玄 武岩 Bが 形成された。

次の0～④の
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問 2 次 の文章 I～ IIIは,礫 岩層Cが 形成された後の大地の変動に関するものであ

る。図 1か らわかる事柄の正誤の組合せとして最も適当なものを,下 の0～ ⑥

のうちから一つ選べ。  3

I こ の露頭の場所は隆起したか,海 面が低下した。

工 こ の露頭の地層は激しい地殻変動を受け紹 曲した。

皿 こ の露頭中には活断層が見られる。

問 3 花 こう岩Aが 形成された時期に生物が陸上へ進出した。植物と脊椎動物の陸

上進出に関する記述として適当でないものを,次 の0～ ⑤のうちから一つ選

べO E 王王コ

0 植 物や脊椎動物が陸上へ進出するためには,オ ゾン層の形成が必要であつ

た。

② 最 初に陸上へ進出した植物は,胞 子による緊殖を行っていた。

③ 脊 椎動物は四肢が発達 して陸上へ進出した。

0 最 初に陸上へ進出した脊椎動物は,肺 呼吸をすることができた。

⑤ 脊 椎動物は植物よりも早く陸上へ進出した。

E Ⅲ

0 正 正 正

② 正 誤 正

③ 正 誤 誤

④ 誤 誤 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 誤 正 誤

- 1 6 -
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間 4 陸 上へ進出した植物は新たな形質を獲得して,次 第に複雑で多様なものへと

進化してきた。図2の D～ Fにおいて獲得された形質と記述P～ Rの組合せと

して最も適当なものを,下の0～⑥のうちから一つ選べ。  5

緑藻類  コ ケ植物 シ ダ植物 裸 子植物   被 子植物

F////

原始的な藻類

P 種 子を作るようになった。

Q 維 管束が発達 した。

R 胚 珠が子房に包まれるよう

厘コ   2

になった。

D E F

③ P Q R

② P R Q

③ Q R P

④ Q P R

⑤ R Q P

⑥ R P Q
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間 5 礫 岩層Cが形成された新生代には,ほ 乳類の繁栄が始まった。ほ乳類のうち

人類に関する次の文章中の空欄 工  ～
匡 力 ]に入れる語の組合せとして

最も適当なものを,下の0～③のうちから一つ選べ。  6

ゴリラやチンパンジーなどの類人猿と人類の共通の祖先から, Eエ コ をす

るアウス トラロピテクスがアフリカに現れた。  工  を することで道具を使

用することができ,火 も使うようになった。また, オ  が さらに発達して

言語による高度なコミュニケーションができるようになった。人類の起源から

現代人まで, ヒトの様々な形質は親から子へと遺伝子によって伝えられてきて

いる。遺伝子の本体は DNAで あり,西己偶子のDNA量 は体細月包の約 力

である。

エ オ カ

① 直立二足歩行 ツ
四 2分 の 1

② 直立二足歩行 顎 2分 の 1

③ 直立二足歩行 ）
四 2  イ音

④ 直立二足歩行 顎 2  イ吉

⑤ 樹上生活 ツ
四 2分 の 1

⑥ 樹上生活 顎 2分 の 1

O 樹上生活 ）
四 2  イ首

③ 樹上生活 顎 2  イ言
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問 6 図 3は,横 軸に地質年代を,縦 軸には各時代の生物の科の数に対する絶減し

た科の数の割合を表したものである。科は生物分類の単位の一つである。この

図に関連した記述T～ Xに ついて,そ の正誤の組合せとして最も適当なもの

を,下の①～⑥のうちから一つ選べ。  7

絶
減
し
た
科
の
数
の
割
合

％

500       400

(百万年前)

300        200

地質年代

図 3

T 古 生代以降現代まで,15%以 上の科が絶減した大量絶滅は 20回以上起

こった。

U 三 葉虫は古生代末に絶減し,古 生代の示準化石となっている。

V 中 生代末に絶減した科の数の割合は地質時代を通じて最も高い。

W 中 生代には 10%以 上の科が絶減した大量絶減が 2回 あつた。

X 恐 竜は巨大隕石(小惑星)の衝突による全地球規模の気候変動などが原因で

絶減したという説がある。

新生代
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T U V W X

① 正 誤 正 誤 正

② 正 正 正 誤 誤

③ 正 誤 誤 正 正

④ 誤 正 誤 正 誤

⑤ 誤 正 誤 正 正

⑥ 誤 正 正 誤 正

( 2 6 0 7 - 2 1 )
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第 3問 多様な生物と

(問1～ 6)に 答えよ。

A 地 球の表面の約 7

水は,海 のほかに,

が暮らしている。

自然のつり合いに関する次の文章(A・ B)を読み,下 の問い

解 答番号 1 ～ 匡 王コ 〕廻己点 2D

割が海であり,地 球は水の惑星といわれる。地球に存在する

湖沼や池,川 などの環境をつくり,そ こではさまざまな生4勿

問 1 -つ のフラスコの中に,細 菌 ・原生動物 ・クロレラ ・ラン藻 ・線虫 ・ワム

シを入れた実験を行い,図 1の結果を得た。下の問い(a・ b)に答えよ。

実験

(1)無 機塩類と有機物を含む培養液をフラスコに入れ殺菌した。

(2)培 養液に, 6種 類の生物を含む水を入れて,24℃ で 12時間ごとの|り]

暗周期を繰 り返す室内で培養した。

多
―
↓
少

細
　
胞
　
数

個
体
数

40   50   60   70

培養 日数 (日)

図  1

80   90  100  110
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図 1の結果から, フラスコ内でどのような食う食われるの関係が起こっ

ていると考えられるか。次の文章A～ Dについて,そ の正誤の組合せとし

て最も適当なものを,下の0～③のうちから一つ選べ。  1

A 原 生動物が細菌を食べる。

B ク ロレラが原生動物を食べる。

C ラ ン藻が線虫を食べる。

D ワ ムシが線虫を食べる。

図 1の実験では,有 機物が細菌のえさとなったためこのような結果に

なったと考えられる。もし有機物を加えず,無 機塩類のみを加えたら,最

初に増加するのはどのような生物か。可能性のある生物を,次 の0～ ⑥の

A B C D

③ 誤 正 正 誤

② 誤 正 正 正

③ 誤 正 誤 誤

④ 誤 誤 正 誤

⑤ 正 誤 正 正

⑥ 正 正 誤 正

⑦ 正 誤 誤 正

③ 正 誤 誤 誤

うちから二つ選べ。ただし,解 答の順序は問わない。  2  E玉 王コ

② 原生動物

⑤ 線 虫

菌
　
藻／ヽ

細
　
ラ

Ｏ

④

③ クロレラ

⑥ ワムシ
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理科総合 B

間 2 池 で採集した次の生物a～ fを,単 細胞生物と多細胞生物,光 合成を行う

ものと光合成を行わないものという観点で分けた。多細胞生物で光合成を行

わない生物の組合せ として最 も適 当な ものを,下 の0～ ③のうちか ら一つ選

べ。  4

アオミドロ

ケイソウ

ンヽ
　
　
ンヽ

ム
　
ム

ウ
　
ド

ゾ

　

ミヽ

Ｃ

　

，十

コ／ヽ
　
　
ンヽ

ドン
　

ム

ミ
ト
　

ヮ

ａ

　

　

ｄ

ｅ

　

　

ｆ

ｂ

　

ｂ

④

③

ｆ

　

　

ｅ

ｅ

　

　

ｂ

ａ
　
　
ｂ

②

⑥

① a ・b

⑤ b ・d

③ a

② a
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理科総合 B

間 3 次 の文章中の空欄 ア  ～ Eエ コ に入れる語の組合せとして最も適当

なものを,下の0～◎のうちから一つ選べ。  5

真核生物では,単 細胞生物も多細胞生物も細胞の基本的構造は似ている。

動物の場合,外 側は匡 =コ
につつまれ,ふ つう1個 の核をもつ。生物が

イ を 用 いて有機物 を分解す る反応で ある匡 ウコ は,細 胞 中の

工  と いう微細な構造物によって行われる。

ア イ ウ エ

0 洛田胞壁 窒 素 光合成 ミトコンドリア

② 細胞膜 酸  素 好気呼吸 葉緑体

③ 浄田月包昼童 二酸化炭素 光合成 ミトコンドリア

④ 細胞膜 窒 素 好気呼吸 葉緑体

⑤ 細胞壁 酸  素 光合成 葉緑体

⑥ 孫田月包‖菓 二酸化炭素 好気呼吸 ミトコンドリア

② 孫田丹包星壁 窒  素 光合成 菜緑体

③ 許田月包‖莫 酸  素 好気H平吸 ミトコンドリア

◎ 許田月包昼堂 二酸化炭素 光合成 菜緑体

一- 25 -一
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理科総合 B

B 地 球の表面は起伏に富んでいる。太陽系の地球型惑星で,現 在,水 で満たされ

た海が存在しているのは地球のみである。

問 4 次 の文章中の空欄  オ  ～ Eキ ヨ に入れる語の組合せとして最も適当

なものを,下の0～③のうちから一つ選べ。  6

海洋地形の中で, オ  は 海岸から深度約 150 nlまでの場所であり,

オ  か ら下ったところには, 匡豆王コ が広がっている。 匡豆王コ から高

まった地形を示す  キ  は ,地 下から伝わる熟が多いことが特徴である。

オ 力 キ

0 大陸棚 大洋底(深海底) 海 嶺

② 大陸棚 大洋底 (深海底) 海 溝

③ 大陸棚 大陸斜面 海 嶺

④ 大陸棚 大陸斜面 海 満

⑤ 大陸斜面 大洋底 (深海底) 海  嶺

⑥ 大陸斜面 大洋底 (深海底) 海  満

⑦ 大陸斜面 大陸棚 海 嶺

③ 大陸斜面 大陸棚 海 満

十- 26 -一
( 2 6 0 7 - 2 6 )



理科総合 B

間 5 地 球の陸地の平均高度は約840 nl,海洋の平均深度は約 3800 nlであり,

地球全体では,陸 地は表面積の29,2%を 占めている。地形を1000111ごと

に区分した図2を参考にして,全 地球表面の高度 ・深度と面積の関係につい

金
高

度
）

陸

（深

度
）

海

て最も適当なものを,下の0～⑤のうちから一つ選べ。  7

5000-

4000-5000

3000-4000

2000-3000

1000-2000

0-1000

0-1000

1000-2000

2000-3000

3000-4000

4000-5000

5000-6000

6000-7000

7000-

5          10 15         20

地球の表面積に占める割合(%)

図 2

① 高 度 2000 nlより低い陸の部分の面積は,深 度 2000mよ り浅い海の部

分の面積より小さい。

② 高 度 1000mよ り高い陸の部分の面積は,高 度 1000 nlより低い陸の部

分の面積より大きい。

③ 深 度 4000 nlから5000 nlまでの海の部分の面積は,地 球全体の 1000 nl

区分ごとの面積のなかで最も大きい。

④ 高 度 1000 nlより低い陸の部分の面積は,地 球全体の 1000 nl区分 ごと

の面積のなかで最も大きい。

⑤ 深 度 3000 nlから50001nまでの海の部分の面積は,深 度 5000 nlより深

い海の部分の面積より小さい。
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理科総合B

間 6 現 在,地 球以外の惑星に水をたたえる海は存在していない。その理由に関

する次の記述A～ Cに ついて,そ の正誤の組合せ として正 しいものを,下 の

①～③のうちから一つ選べ。  8

A 水 星は太陽に近く,重 力が地球より小さい。

B 金 星は,表 面温度が高い。

C 火 星は太陽との距離が地球より遠く,大 気が少ない。

A B C

0 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 誤 正

④ 正 誤 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 誤 正 誤

O 誤 誤 正

③ 誤 誤 誤
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理科総合B

第 4問  生 物とそれを取り巻く環境の変化に関する次の文章(A・B)を読み,下 の

問い(問1～ 6)に 答えよ。〔解答番号  1  ～ 匡王 コ 〕(配点 25)

A 生 産者である陸上植物や植物プランクトンの生産量はさまざまな要因の影響を

受ける。陸上植物の生産量には日射量と気温が大きな影響を与えており,季 節に

よって生産量が大きく変動する。一方,海 洋のうち,外 洋(陸地から離れた部分)

では,植 物プランクトンの生産量の季節変化は比較的小さい。

大気中の二酸化炭素濃度は生産者の活動に影響を受けてお り,場 所や時期に

よって大きく異なる。図 1は,北 半球 (北緯約 20°),赤 道付近(南緯約 10°),南

半球 (南緯約 60°)のある地点で預J定された月平均二酸化炭素濃度の変化である。

二
酸
化
炭
素
濃
度

ｐｐｍ

384

382

380

378

376

374
)
372

370

368

′
｀

C
′ヽ

,′
f ＼

よ.史4 Ｔ
／′B と必4 ・キ

】ル
バ、″メ`

/

ヽム..・メ
… ‐・

i】力
/マ

、′
『

ズ メ A

2002 2003

西暦 (年)

図  1

2004 2005

(注)ppnlは 百万分の 1を 表す。
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理科総合B

問 1 図 1の A～ Cの 結果はそれぞれどこで測定されたものであるか。陸上植物

の生産量の季節変化を考慮 して,最 も適当な組合せを,次 の①
～

⑥のうちか

ら一つ選べ。  1

A B C

0 北半球 赤道付近 南半球

② 北半球 南半球 赤道付近

③ 赤道付近 北半球 南半球

④ 赤道付近 南半球 北半球

⑤ 南半球 北半球 赤道付近

⑥ 南半球 赤道付近 北半球

問 2 1年 のうち,最 も高い月平均二酸化炭素濃度と最も低い月平均二酸化炭素

濃度の差を,年 内濃度差と呼ぶことにする。年内濃度差は北半球全体の平均

と南半球全体の平均を比較すると大きく異なることが知られている。この年

内濃度差の違いをもたらす主要な原因は何か。最も適当なものを,次 のO～

⑤のうちから一つ選べ。  2

③ 極地の大陸の有無

③ 陸地の平均高度

⑤ 陸地の面積

( )   5 7 0

- 3 1 -

② 海洋の平均深度

④ 大気の平均気温

()  970

(2607-31)

間 3 図 1か らもわかるように,大 気中の二酸化炭素濃度は年々変化 している。

図 1の ような変化が続 くと仮定すると,西 暦 2100年の大気中の二酸化炭素

濃度はおよそいくらになるか。最も適当な数値を,次 の0～ ⑤のうちか ら一

つ選べ。  3 1)pnl

① 170 C)  370 に)  770



理科総合 B

B ツ ヨシさんとアズサさんは学校の近くの博物館へ見学に行き,「地層から過去

を読み取る」というコーナーの展示について, レポー トをまとめることにした。

このコーナーには,図 2のような地層D・ Eの積み重なりと,地 層Dか ら産出し

た花粉化石の割合を示すグラフが展示されていた。また地層D中 のaの 部分から

は植物の葉や幹の化石に混ざつてシジミの化石が, bの部分からはアサリなどの

二枚貝やサメの歯の化石が見つかっている。さらに, これらと関連して,図 3の

ような植物群落の分布図が展示されていた。

地層 E

10  20  30  40       0  10  20

ブナの仲間(%) アカガシの仲間(%)

地層Dに 含まれる花粉化石の中でブナと
アカガシの仲間の占める割合

図 2 地 層の重な りと花粉化石の割合

■ 夏緑樹林(ブナ ・ミズナラなど)
8′ EIl照 葉樹林(アカガシ ・スダジイなど)

/  回
そのほかの植物群落

図 3 現 在の植物群落の分布
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ツ ヨシ

アズサ

ツ ヨシ

ア ズ サ

理科総合B

二人は展示からわかることを話し合った。

地層Dの 下部と上部では含まれている花粉化石の種類が違うね。

花粉化石のグラフを見ると下から上に向かってブナの花粉化石が減って

アカガシの花粉化石が増えている。気候が変わったのかな。

ほかにaと bで 異なる種類の化石が出ているから,堆 積 した環境が変

わったのかもしれないよ。

地層Dの 化石か ら判断すると,こ の地層が堆積する期間を通 じて,

ア  と 考えられるね。

問 4 上 の文章の  ア  に 入れる記述として最も適当なものを,次 の0～ ◎の

うちか ら一つ選べ。  4

① 気候は次第に温暖になり,

② 気候は次第に温暖になり,

③ 気候は次第に温暖になり,

④ 気候は次第に寒冷になり,

⑤ 気候は次第に寒冷になり,

⑥ 気候は次第に寒冷になり,

⑦ 気候はほとんど変化せず,

③ 気候はほとんど変化せず,

◎ 気候はほとんど変化せず,

海面は上昇していった

海面は低下していった

海面は変化しなかった

海面は上昇していった

海面は低下していった

海面は変化しなかった

海面は上昇していった

海面は低下していった

海面も変化しなかった
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問 5 図 2の地層Eに は,過 去の地震の痕跡を示す展示があつた。そこで二人は

博物館の図書室で, 日本列島付近の地震について調べた。その結果,震 源の

位置,規 模,地 震による被害などをまとめると,大 きく二つのグループに分

けられることに気づいた。二人は,そ れぞれをFグ ループとGグ ループとし

て,そ のうち大きな被害を与えた地震 (被害地震)について図4の 分布図を作

成した。下の問い(■・b)に答えよ。

● Fグ ループに属する被害地震

OGグ ループに属する被害地震

北美濃地震

福井地震

北丹後地震

鳥取地震

♂

6土_東営指島産
地震

/
メ
勝沖地震I

°
も十勝平中地震ロ
|
三陸沖地震

P

南海地震

ノ

図4 日 本列島における主な地震の震央分布

a 次 の文章中の空欄 E亘正ヨ
・ ウ  に 入れる語句の組合せとして最も

適当なものを,下の0～◎のうちから一つ選べ。  5

Fグ ループの地震の多 くは内陸の浅いところで発生し, しばしば地表に

イ  が 出現する。 Gグ ループに属する被害地震の震央分布は Fグ ルー

プのものと異なっている。また,Gグ ループの地震の  ウ  こ とが知 ら

れている。
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理科総合B

イ ウ

0 断  層 発生が海底火山の噴火に関係 している

② 断  層 マグエチュー ドが海溝付近で小さくなる

③ 断  層 震源が大陸側に向かって深 くなる

④ 段 丘 発生が海底火山の噴火に関係している

⑤ 段 丘 マグニチュー ドが海溝付近で小さくなる

⑥ 段 丘 震源が大陸側に向かって深 くなる

⑦ 火  山 発生が海底火山の噴火に関係している

③ 火  山 マグエチュー ドが海満付近で小さくなる

◎ 火  山 震源が大陸側に向かって深 くなる

b Fグ ループおよびGグ ループの地震で起こる災害についての記述として

最も適当なものを,次のO～⑤のうちから一つ選べ。  6

O Fグ ループの地震は都市の直下で超こるので,建 造物以外に被害をも

たらすことはない。

② Fグ ループの地震が発生すると,急 な斜面で火砕流が発生することが

ある。

③ Gグ ループの地震では,大 きな津波が発生し沿岸に被害をもたらすこ

とがある。

④ Gグ ループの地震は海洋で起こるので,建 物への影響はない。

⑤ Gグ ループの地震は規模が大きいので,そ の震度はFグ ループのもの

より必ず大きくなる。
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問 6 二人はレポートをまとめた。

方 の組合せ として最 も適 当な

次のH～ Kの 事柄のうち,  レポー トのまとめ

ものを,下の①～⑥のうちから一つ選べ。

H 博 物館の名称 ・場所,見 学 した 日時などを示 した。

l 博 物館にあるすべての展示物の写真を示 した。

」 考察では,展 示にある説明文 と自分の意見を区別 して記述 した。

K 図 書室で調べて参考にした本の名称は示さなかった。

O H ・|

② H・」

③ H・K

④ l ・」

⑤ l ・K

⑥ J・K
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問題と解答は、独立行政法人　大学入試センターホームページより転載しています。

ただし、著作権上の都合により、一部の問題・画像を省略しています。
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